
注文用紙またはインターネット注文で上の6ケタ
番号と口数を記入すると、口数に応じた枚数の新
しいタオルをパルシステムが代わりにお届けします。

ハンドタオル
小さすぎるため

てぬぐい
うすいため

使用済み
洗濯済みでも
ご遠慮ください

184594 1口（1枚）  130円

NG

『こんせん72牛乳』の生産者
（北海道）

『酪農家の低脂肪牛乳』の生産者
（埼玉県）

『酪農家の牛乳』の生産者
（茨城県） 『いわて奥中山高原の低温殺菌牛乳』の

生産者（岩手県）

白がベスト
牛の乳房などをふいているときに
出血などがわかるため

色柄物でもOK
作業用具などの清掃にも使うため

フェイスタオルが
ベスト
バスタオル・
ボディタオルでもOK

のし紙や袋は
そのままでOK
未使用だと
すぐにわかるため

大きさ 未使用色

タオル・メッセージの回収期間

組合員の声から
始まった
カンパ方式 1月3回～4回

1月13日（月）～24日（金）

受付期間

NG NG

1月3回～4回
1月13日（月）～24日（金）
注文用紙といっしょに通い箱に入れるか
配達担当に直接お渡しください。

2025年

2025年1月3回



生産者に届けますので、 や をどうぞ！
切り取らず、通い箱に入れてください。

メッセージ イラスト

ご利用の生協名

センター名

生産者へ 枚のタオルを贈ります

組合員の「生乳の風味が生きた牛乳を飲みたい」

という想いと、生産者の「より安全でおいしい

牛乳を届けたい」という想いがつながり、生まれた

のが低めの温度で殺菌するパルシステムの牛

乳。この製法には菌数の少ない生乳が欠かせ

ないため、生産現場では毎日多くのタオルを使用

して清潔な環境を保っています。そのことを知った

組合員の声から1985年にスタートしたのが「タ

オルを贈る運動」。昨年度はタオル67,017枚と

メッセージ3,110通を産地に贈りました。

牛の乳房はとても繊細なので、搾乳にはきれいなタオルが必要です。

1週間で消費するタオルの量は10～15枚ほど。コロナ禍の影響で資材

が一気に高騰しているなか、とても大きな

支えになっています。また、いっしょに贈られ

てくる声が本当にうれしいですね。「牛乳

を待ってくれている人のため、今日もがん

ばろう」と前向きな気持ちになれるんです。

これからもおいしい牛乳をつくり続けま

すので、たくさん飲んでください！

メッセージを贈る牛乳を
〇（マル）で囲んでください。1 3

2

※複数の産地に贈る場合は、本チラシをコピーして使用するか
　インターネットで投稿してください。

メッセージ、所属センター名を記入し、
本用紙とタオルをいっしょに
通い箱に入れて提出してください。

パルシステム

センター

乳房をふいて清潔にすることで
生乳の菌数を抑えます。

お湯に浸したタオルを
使います。

洗って繰り返し使い、
約1カ月で交換。

埼玉県

茨城県

北海道
根釧地区

岩手県
奥中山高原

『いわて奥中山高原の低温殺菌牛乳』の生産者

川又祥平さん（岩手県）

第1回
から贈ったタオルは第1回
から贈ったタオルは

組合員の声からはじまった
「タオルを贈る運動」

インターネットから
メッセージを贈る場合は

「贈られるタオルや声が、私たちの原動力に！」

※一例です


